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主　　　　な　　　　意　　　　見 確　認　・　協　議　事　項

適正配置の必要性

・現状、推計を見ると統合はやむを得ない。
・大勢の中での社会性の向上が求められる。適正配置は必要である。
・学校の維持経費の問題として効率的な学校運営も必要で、その点からも適正配置は必要である。
・（話し合いの結果として）統合をしないという結論になってもいい。

●協議の基本的な方向性

協議の進め方

・方向性がないと意見が出ない。事務局で案を出してもらえないか。
・統合のメリット・デメリットをよく検討していくことから始めることがいいのではないか。
・あまり早くシミュレーションを作って決めてしまうとデメリットが出してしまうこともありうる
ので、じっくり進めていきたい。
・広域的な検討が必要でないか。

●協議の順序
（小学校についての協議から始めるか、中学校についての協議から始めるか）

学校規模

・「学級人数は抑え、学級は複数」という規模が良い。
・規模を大きくすることが必ずしもいいとは限らない。小規模校の課題整理が必要。
・現状のまま尐人数のままで良い、クラス替えがあった方が良いという両方の意見がある。
・小規模校の先生方の声も参考にしたい。

●小規模校の課題整理
（①教育環境－授業・日常の生活・行事・教員配置　　②保護者、③その他）

学校配置
・通学負担の心配がある。
・東西南北の4つの各町内に１校残し、地域とのかかわりや活性化を図るのが良い。
・東小学校卒業生が西中・南中に分かれているという、「学区のねじれ」が問題である。

●通学に関すること（①負担・②安全性）
●学区に関すること

小学校の統合について
・特別支援学級については十分に考慮すべき。
・尐人数指導の実施、専科教員の配置は良いことである。

●小学校を統合することによるメリット・デメリット
●特別支援学級

中学校の統合について

・中学校は２校のままで良いという意見が大半である。
・２校を残していく中で交流しながら切磋琢磨することもできるであろう。
・難しい時期にきめ細かく対応してほしい。
・小規模校だと教員数も尐なく、部活動数も限られてしまう。これらも含め統合を進める方向で考
えてもらいたい。

●中学校の統合の必要性
●中学校を統合することによるメリット・デメリット

学校施設の利用
・学校だけでなく、自治会や育成委員会等の組織、地域の活性化とも絡んでくる問題である。
・跡施設の建物や敷地などの安全対策を懸念。
・学校の体育館等を使っている団体の統合された後の活動の場はどうなるか。

●学校施設の利用
●跡施設

その他
・自治会や育成委員会の組織、地域の活性化にも関わってくる問題である。
・未就学児の保護者には「どこが統廃合されるのか」という不安がある。

●保護者や住民の声
●地域とのかかわり


